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飼料用米専用品種の稲刈りを実施

畜産技術部(畜産試験場)

平成20年10月22日

山口県農林総合技術センター畜産技術部では、価格が高騰している輸入

穀物に代わる家畜飼料として、栄養価の高い飼料用米の利用についての検

証を今年度から開始しています。

10月15日、当部が県内で始めて取り組んだ飼料用米専用品種「モミロマ

ン」の現地実証ほの稲刈りを行いました。

当日は秋晴れに恵まれて、関係者や報道陣の見守る中、収穫は順調に行

われました。

飼料用米の生育状況は概ね良好で、生籾重量で10アールあたり約860kgの

収穫がありました。

収穫された飼料用米は、乾燥・調製した後、玄米の栄養価等を調査する

とともに、県内生産者の家畜(肥育豚、採卵鶏)に試験給与し、生産された

畜産物の評価や試食会を行う予定です。
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